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Li, 安田, Song は [3]において 完備距離空間上の零加法的なファジイ Borel測度の場合にラドン
（強正則）性が成り立つことを示した. [1]において河邊はRiesz空間が多重Egoroff性を持つ場合
に完備ないし局所コンパクト距離空間上の零加法的なRiesz空間に値を取る Fuzzy測度がラドン
性（強正則性）をもつことを示した. 他方 [2]において, Liとmesir により非加法的測度がEgoroff
の定理と psuedmetric generating propertyを満たす場合に測度の正則性が得られることが示さ
れた.
本講演では，非加法的測度において, 測度がEgoroffの定理と psuedmetric generating property

を満たす場合, 完備または局所コンパクトである可分な距離空間上でラドン（強正則）性が得ら
れることを報告する. 主に実数値の場合での結果を述べるが, 半順序線形位相空間に値を取る場
合についても言及したい.
以下, 自然数全体をN , 実数全体をR, (X,F)を可測空間とする.

Def 1. 集合関数 µ : F → Rは
(i) µ(∅) = 0, (ii) A, B ∈ F で A ⊂ B ならば µ(A) ≤ µ(B) を満たすとき, 非加法的測度
(non-additive measure)という. 以下 µは非加法的測度とする.

Def 2. (1) 集合列 {An} ⊂ F と A ∈ F が An ↓ Aならば limn→∞ µ(An) = µ(A)を満たすとき,
µ は上から連続 (continuous from above) という.
(2) 集合列 {An} ⊂ F と A ∈ F が An ↑ Aならば limn→∞ µ(An) = µ(A)を満たすとき, µ は下
から連続 (continuous from below)という.
(3) µが上から連続かつ下から連続である場合, ファジイ測度であるという.
(4) 集合 µ が弱零加法的であるとは A,B ∈ F が µ(A) = µ(B) = 0であるとき µ(A ∪ B) = 0と
なることをいう.
(5) 集合 µ が pseudometric generating property を満たすとは, 任意の ε > 0に対し, δ > 0が存
在し, 任意のA,B ∈ F について µ(A) ∨ µ(B) < δ ならば µ(A ∪ B) < ε となることである.

Def 3. 集合関数 µ : F → Eは非加法的測度とする.
(1) 2重集合列 {Am,n} ⊂ F は

(D1) m,n, n′ ∈ N で n ≤ n′ ならばAm,n ⊃ Am,n′

(D2) µ(∪∞
m=1 ∩∞

n=1 Am,n) = 0
を満たすとき, F において µ-regulatorであるという.

(2) µ が Egoroff条件を満たすとは任意の µ-regulator {Am, n}と任意の ε > 0に対し, 正の整
数列 {nm}が存在し µ(∪∞

m=1Am,nm) < εとなることである.

以下の定理が成立している [4].

Theorem 1. 集合関数 µ : F → E は非加法的測度とする. このとき次の条件は同値である:
(i) Egoroff の定理が µ に対して成立する.
(ii) µは Egoroff 条件を満たす.

Def 4. µ : B(X) → E を X 上の非加法的 Borel測度. µが正則であるとは任意の ε > 0と
A ∈ B(X)に対し, 閉集合 Fεと開集合Gεが存在し Fε ⊂ A ⊂ Gεと µ(Gε r Fε) < εを満たす.

X を Hausdorff空間. B(X)によりX の Borel部分集合からなる σ体,すなわちの開集合から
なる σ体. B(X)上で定義される非加法的測度をX 上の非加法的 Borel測度という. このとき以
下の が成立する.

LiとMesiar [2]により以下の結果が得られる.

Theorem 2. Xを距離空間とし, µ : B(X) → RをX上のEgoroff条件と psuedmetric generating
propertyを満たす 非加法的 Borel測度とする. このとき µは正則.
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Def 5. µ : B(X) → RをX 上の非加法的 Borel測度とする.
(1) µがラドン (強正則) 性をもつとは各A ∈ B(X)に対し,コンパクト集合の列 {Kn}n∈N と開集
合の列 {Gn}n∈N が存在しすべての n ∈ N についてKn ⊂ A ⊂ Gnかつ limn→∞ µ(Gn \Kn) = 0
が成り立つ.
(2) µが tightであるとはコンパクト集合の列 {Kn}n∈N が limn→∞ µ(S \ Kn) = 0を満たすこと
である.

Li, 安田, Song [3] と 河邊 [1] のファジイ測度における結果から, 非加法的測度が Egoroff条件
と psuedmetric generating propertyを満たす場合にもラドン（強正則）性の成立が予期されるが
実際, 以下の 2つの主張が成り立つ.

Theorem 3. X を完備可分な距離空間とし, µ : B(X) → RをX 上の非加法的 Borel測度とす
る. µが弱零加法的でEgoroff条件を満たすならば µは tight. さらに µが pseudmetric generating
propertyと Egoroff条件を満たすならば µはラドン性をもつ.

Theorem 4. X を局所コンパクトで可分な距離空間とし, µ : B(X) → Rを X 上の非加法的
Borel測度とする. µが pseudmetric generating propertyと Egoroff条件を満たすならば µはラ
ドン性をもつ.
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